
問題①

問題②

問題③

　が必要です。

・安全運行のために運行経路をしっかり把握しましょう。

・情報に基づき準備が大切です。

・許可運送時には許可内容を遵守しましょう。

指導者からのコメント

気象情報などから積雪や道路が凍結する可能性がある場合

効率的な運行が可能になる。

　項目⑦　適切な運行の経路及び当該経路における道路及び交通の状況　まとめ

結果 受講者が気づいたこと
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⑤運行管理者

⑥状況

各種法令により基準を超える車両の通行には が必要です。

令和   年   月   日（   ） ㊞

や道路状況などの情報を入手し、安全な運行を行うには、運行前に

できるため、警察や国土交通省等のホームページを活用し、 を行う。

⑥交通状況

や滑り止めの準備をし、また

㊞

の少ない経路を選択することで

一般的な指導及び監督指針１２項目（国交省告示１３６６号）

「項目⑦適切な運行の経路及び当該経路における道路及び交通の状況」理解度チェック

実　施　日 受講者名 管理者 指導者

⑥情報①夏タイヤ ③冬用タイヤ ④交通量②占い

を携行し、定められた運行期間や、

①通行手形 ②運行時間 ③許可 ④許可証 ⑤運転者の勘

を遵守し、許可された経路以外は通行しない。

許可運送時には、

適切な を選択することで事故発生の危険性を軽減させることが

①運行経路 ②病気 ③占い ④情報収集 ⑤夜間


